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事業実施組織図 

 事業実施組織図 （2026 年 3 月 31 日） 

名 誉 総 裁  三笠宮寬仁親王妃信子殿下 

会 長 麻生太郎元内閣総理大臣 

評 議 委 員 会 （12～17 名） 理事・監事・評議委員の任免、予算・決算の承認等 

理 事 会  （12～17 名） 予算・決算の承認、事業執行承認等 

理 事 長 志村雪子 評議委員会・理事会の招集 理事会の議長 

監 事 梶木茂 

（常務理事） 上野耕司・片山守・坂本千惠子・西尾譲司 

（常勤理事） 志村雪子・山崎智恵 

（皇室委員） 別途任命 

（審査委員） 別途任命 
 

① 公益目的事業（バラの植栽普及啓発・国際交流事業） (◎は各事業の推進責任者) 

11．普及推進事業（含：公共支援事業）（執行部） 

111 苗木寄贈（公共施設等） 志村 

112 皇室奉仕活動    ◎志村・坂本・小寺・山崎 

113 公共団体支援活動 

東京都 志村・山崎 

川崎市 ◎山崎・西尾 

山形県村山市 ◎坂本・伊藤清 

14．国際交流事業 

141 世界バラ会連合（WFRS）との連携 

    志村、（執行部） 

 （バラ遺伝資源の保存活動等) 

   福山市世界大会の推進フォロー他 

◎伊藤信・石井 

142 在日大使館との連携（執） 

12．展覧会事業（含：相談事業） 

121 春季全国大会 

122 秋季全国大会 

123 全国地域ばら会等活動支援（全国大会） 

◎志村・片山・伊藤信・石井 

124 バラの相談事業（執） 

15．品種改良・登録事業 

151 世界未発表新品種バラの試作・評価・表彰 

JRC ◎西尾・志村・山崎 

152 育種活動（風土に適したバラの創作等） 

◎上野・片山 

153 新品種バラの国内・国際名称登録事業（執） 

13．情報提供事業（含：表彰事） 

131  機関紙【ばらだより】発行 

◎上野・片山・坂本・山崎・笠原・安藤 

132  HP 運営・管理  ◎上野 

133  カレンダー等出版 

◎伊藤信・片山・上野・坂本 

134  表彰事業（執行委員会及び各委員会） 

134-1 表彰事業規定に基づく本会事業対象者表彰 

134-2  展覧会事業及び 151JRC 新品種に基づく表彰 

16.各種講座・資格認定事業 

161 バラ栽培入門講座   ◎大和田 

162 各種実技講座 

162-1 育種実技講座    ◎上野 

162-2 接木実技講座     ◎大和田 

163 資格認定委員会 講座・試験 

 ◎上野・片山・西尾・志村 

163-1 資格認定講座 上野・片山・西尾・諸見 

163-2 認定試験 

（インストラクター・上級相談員・公認講師）

◎山崎・上野 
 

②  その他事業 

21 苗木斡旋頒布事業 配布苗委員会  ◎上野・坂本 

22 関連用品斡旋頒布事業 

③ 管理業務「執行部」 

31 運営管理業務 

32 共通事業運営・管理業務 

◎山崎・坂本 

審査委員：伊藤信、上野、片山、坂本、志村 
西尾、山崎、安藤、今井、北 

審査委員：有島、玉置、今井、谷口、坂本 
藤井、安藤、笠原 
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新入会員名簿・2025年度全国寄付会員（全国委員）名簿 
 

会員種別 2024 年度 2025 年度 

正会員（含む終身会員） 354 名（43 名） 353 名（42 名） 

法人会員・業者会員 5 社・4 社 5 社・4 社 

 

 

2025年度（令和 7年度） 

新入会員名簿 敬称略 
     

2026年 3月 31日現在  44名 
     

新入会員 38名     

森山 喜茂 東京都  中田 富士子 大阪府 

手塚 聖 栃木県  林 孝憲 石川県 

野田 文彦 宮城県  岡崎 一敬 栃木県 

川久保 敦司 岐阜県  田中 哲也 愛知県 

平石 久美子 福島県  𠮷原 幸雄 東京都 

小池 怜子 埼玉県  寺田 郁子 千葉県 

岩田 直美 新潟県  石崎 諒 神奈川県 

橋本 登志子 東京都  中西 雄一郎 兵庫県 

窪寺 弘子 東京都  今西 恵里 埼玉県 

本多 美知子 広島県  山村 泰子 埼玉県 

永井 博 東京都  石川 哲也 長野県 

小林 明美 東京都  長谷川 千惠子 愛知県 

清水 一博 東京都  堀川 仁志 広島県 

辻脇 葉子 神奈川県  坂上 千佳 愛媛県 

石田 英典 広島県  小泉 千津子 茨城県 

塩谷 智都世 東京都 再入会員６名 

林 明子 長﨑県  花岡 久美 神奈川県 

山岸 德之 千葉県  進士 邦江 東京都 

佐藤 正美 福島県  佐々木 芳治 石川県 

阿方 薫 東京都  橋本 修 埼玉県 

中山 純子 神奈川県  米澤 麗衣 神奈川県 

槙嶋 理華子 京都府  藤本 美喜 東京都 

八木 祐輝 東京都 
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2025年度 全国寄付委員（全国委員） 70名 78口  

 

 

 

 

氏名 口数 都道府県 氏名 口数 都道府県
秋山君子 1 埼玉県 島村由利子 1 埼玉県
厚木祐 1 栃木県 清水和美 1 千葉県
安倍豊 1 新潟県 志村雪子 1 埼玉県
荒瀬久代 1 福岡県 角町真弓 1 大分県
石井稔 1 広島県 関正夫 1 茨城県
石橋五夫 1 千葉県 高久昭好 1 三重県
伊藤清 1 福島県 高田康幸 1 神奈川県
伊藤信吾 1 京都府 田中淳 2 青森県
伊藤晴之 1 群馬県 檀原暢 1 群馬県
井上邦明 1 東京都 千々岩江威子 1 東京都
井上ヨシミ 1 東京都 寺尾導子 1 北海道
井之上博明 1 広島県 土井静雄 1 広島県
上野耕司 1 石川県 中須陸浩 1 大阪府
植松史郎 1 神奈川県 中村昭良 1 茨城県
江口宏実 1 栃木県 西垣幸子 1 茨城県
江口美和子 1 神奈川県 野田雅子 1 東京都
大内智美 1 青森県 箱石孝志 1 岩手県
尾形英男 1 神奈川県 長谷川純子 1 大阪府
貝森美枝子 1 千葉県 早川しづ子 1 東京都
笠原耕三 1 東京都 平光範之 1 岐阜県
梶木茂 1 東京都 古谷元人 1 秋田県
片山守 1 京都府 道添秀康 5 鹿児島県
上沼匡一 1 兵庫県 三藤佳雄 1 広島県
亀山寧 1 京都府 三根薫 1 埼玉県
川井理正 1 神奈川県 森井繁夫 1 奈良県
北健司 1 愛知県 山崎新三郎 1 岩手県
北西恵子 1 大阪府 山崎智恵 1 東京都
木村武 1 茨城県 山下良寛 1 大阪府
倉地正夫 1 岐阜県 山田畯一 1 神奈川県
倉本崇子 1 広島県 大和盛行 1 福岡県
河野悦子 1 福島県 山中寛 2 兵庫県
小暮博道 1 神奈川県 吉池貞藏 1 岩手県
後藤みどり 2 山梨県 石崎諒 1 神奈川県
小林一子 1 東京都 米澤麗衣 1 神奈川県
今野奈緒子 1 宮城県 坂上千佳 1 愛媛県
坂本千惠子 1 福井県
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【2025年度役員一覧】  

理事  14名   

・安藤 のり子    ・石井 稔         ・伊藤 信吾   ・伊藤 清次     ・上野 耕司 

・大和田 宏次    ・小寺 久隆 ・笠原 耕三 ・片山 守       ・坂本 千惠子 

・志村 雪子      ・西尾 譲司 ・諸見 美智子    ・山崎 智恵 

  

監事  1名 

・梶木 茂 

 

評議員 12名 

・江草 修      ・大内 智美     ・加藤ひろみ     ・クック芳子     ・小林 豊 

・佐藤 美千江   ・高橋 聖二 ・田中ゆかり ・舩本 典江 ・古谷 元人 

・元木 はるみ    ・山田 畯一 

 

【2025年度実施事業報告】 

本年度事業報告にあたり、本会の沿革について以下のとおり記述する。 

本会は、昭和 2 年（1927 年）に「大日本薔薇協会」として設立され、その後「帝国ばら協会」「新日本バ

ラ会」へと改称し、昭和 37 年に前身である「財団法人日本ばら会」として組織を整備した。 現行の「公益 

財団法人日本ばら会」 は、平成 11 年（2011 年）11 月に公益法人として認定され、翌平成 12 年（2012

年）4月に正式に発足した。 

公益財団法人発足後約 10 年を経た 2022 年には、内閣府の指導で公益法人認定法等に基づく事業

区分により運営の見直しを実施し、事業実態の整理および一部規程の改廃を行い令和 6年（2024年）12

月 26日に「変更認定」を受けた。 

以上を踏まえた 本年 2026 年度が協会設立 100 年の節目であり（公財）1５年目を迎える年度となる。

今回報告の 2025年度は 変更認定後の初年度としても、公益法人としての適正かつ円滑な事業運営に

努めた。 

 

2025年度の事業概要を以下に報告する。 

公益目的事業 

2025年度も事業実施基本方針に則り、公益目的事業６事業 ⑴普及推進事業 ⑵展覧会事業及び

相談事業 ⑶情報提供事業及び相談事業 ⑷国際交流事業 ⑸品種改良・新品種登録事業 ⑹

各種講座・資格認定事業を実施した。 
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1. 公益目的事業 

１１ 普及推進事業（公共支援事業を含む） 

１１１ 苗木寄贈事業 

全国の公益を目的とした活動を行う団体（以下「公益活動団体」という）に対し、バラの苗木を

寄贈する事業である。当該事業は昭和 41 年より 50 余年も続けており、各地の公園施設、福

祉施設、厚生施設等への寄贈を行ってきた。2025 年度は山形県村山市東沢バラ公園へ寄贈。 

 

近年における寄贈苗配布先一覧 

2020年度 本会の名誉総裁寛仁親王妃信子妃殿下が下記の茨城県にお成りになり 

植樹祭を実施した。 

① 復興支援 茨城県桜川市 桜川地域医療センター 

② 復興支援 茨城県 茨城西部メディカルセンター 

③ 復興支援 茨城県 特別養護老人ホームまごころの杜 

2022年度 山形県村山市東沢バラ公園にバラ苗寄贈 

2023年度 神奈川県川崎市生田緑地ばら苑・山形県村山市東沢バラ公園 

2024年度 山形県村山市東沢バラ公園 

2025年度 山形県村山市東沢バラ公園 

 

１１２ 皇室奉仕活動 

皇室バラ園に於けるバラの剪定作業を行った。皇后陛下、皇太子殿下及び各宮家邸内バラ園

の剪定などお手入れの奉仕は過去半世紀前からボランティア活動として継続してきた。 

 

１１３ 公共団体支援（神奈川県川崎市・山形県村山市・都立園芸高校） 

①  川崎市：生田緑地公園ばら苑については 2025 年 11 月をもって一旦閉園したが、バラの

維持管理、ボランティア等の指導のため引き続き支援する。 

②  村山市：東沢バラ公園にて当バラ園のボランティアに栽培指導を年間を通じ支援した。 

③  ２０２３年度から実施している学校教育指導である。本年も東京都立園芸高校バラ園の栽

培を年間を通じて指導した。 

 

１２ 展覧会事業及び相談事業 

「バラ栽培の普及」と「園芸文化の向上」に貢献するため、不特定多数の参加を促し、バラ愛好家増

を図るため、春、秋に展覧会を実施した。 

会場には、「ばら相談コーナー」を設置して相談に応えバラの普及に努めている。尚審査は、審査

規定に基づき公正、公平に実施している。 

１２１ 春のバラ展覧会 

福山市との共催で「世界バラ会議 福山大会」として広島県福山市にて実施した。 

１２２ 秋のバラ展覧会 

神代植物公園との共催で神代植物公園にて実施した。 
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１２３ 地域バラ会／活動支援 

日本各地には約 55 の地域ばら会があり、本会の目的の 1 つであるバラの普及について同じ目

的を有しており確認し、協力関係を継続した。 

次頁に地域バラ会「春の展覧会一覧」を示す。 

１２４ 相談事業 

バラ栽培に関する無料相談を行った。 

事務所での電話、メール相談（各相談コーナーには本会役員が当たっている）及び春・秋のバラ

展覧会会場にあたっては相談コーナーで、 

バラ会会員、一般の人からの相談に対応しバラ愛好家との懇親に努めた。 

 

１３ 情報提供事業及び表彰事業 

１３１ 機関紙「ばらだより」の発行は年４回を基本としている。 

機関紙「ばらだより」を通じてバラの普及啓発を進める為、2025年度は NO. 726号～NO.729号

を発行した。容易に「バラ作り」ができ、生活の中にバラを取り入れることが出来るように 

「易く、正しい栽培技術」、「多彩なバラの品種の紹介」、「多岐にわたるバラの色々な楽しみ方」

等の情報を提供した。 

１３２ HP広報 

本会のホームぺージにも「毎月のバラの栽培のポイント」を発表する。月々のバラの手入れ技術、

バラの育成方法、バラの品種紹介等バラに関する有益な情報を広く公開している。 

また、各種講座の情報、新品種入賞花の速報、斡旋苗の告示等幅広くＨＰにて提供した。 

１３３ 栽培暦カレンダー・栽培書等の出版 

本年度は栽培暦カレンダーが主体である。「ばらだより」「ホームページ」にて広くカレンダー写

真を公募し、カレンダー委員が厳密な審査を行い選考している。 

カレンダーには最近のバラ品種の紹介のみならず、月々のバラの重要栽培事項のポイントを紹

介し普及・技術の向上に役立つようにしている。 

１３４ 表彰事業 

「表彰事業規程」に基づきバラの栽培技術の向上を図りバラを広く普及させることを目的として、

「優れて功績のあった者」及び、「展覧会コンテスト入賞者や JRC入賞者」 

を表彰を行う事業である。 

本年は春・秋の本会バラ展及び JRC新品種コンクールの優秀作品を表彰した。 
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県名 バラ会名 春のバラ展会期 会場
日本ばら会「全国展」 5月18日（日）

北海道

青森県 八戸ばら会 6月7日（土）、6月8日（日） 八戸公園　展示室

岩手県 花巻ばら会 6月7日（土）、6月8日（日） 花巻総合体育館

秋田県 秋田バラ会 6月7日（土） 秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎

横手ばら会 6月8日（日） 横手市交流センターY2ぷらざ

宮城県 仙台ばら会

茨城県 茨城ﾊﾞﾗ会県北 5月17日（土）、5月18日（日） 水戸市植物公園

茨城ﾊﾞﾗ会県南 5月10日（土）、5月11日（日） つくば市洞峰公園新都市記念館ホール

栃木県 小山ばら会 5月18日（日） 道の駅思川　小山評定館

福島県 いわきバラ会

群馬県

埼玉県 埼玉ばら会 5月10日（土）、5月11日（日） 大崎植物園

千葉県 京成バラ会 5月17日（土）、5月18日（日） 京成バラ園芸ローズルーム

市川ばら会 5月18日（日） 金町地区センター

東京都 武蔵野バラ会 5月8日（木）～5月11日（日） 神代植物公園内　植物会館　

町田ばら会

神奈川県 生田緑地ばら会

横浜ばら会 5月8日（木）～5月13日（火） 横浜髙島屋　8階　特設会場

藤沢バラ会 5月16日（金）～5月18日（日） 神奈川県立大船フラワーセンター

静岡県 富士ばら会 5月4日（日） 富士市中央公園

愛知県 名城ローズフェアリークラブ 5月10日（土）、5月11日（日） 名城公園フラワープラザ

春日井ばら会 5月10日（土）、5月11日（日） 春日井市都市緑化植物園　「グリーンピア春日井」 

西尾バラ会 5月10日（土）～5月12日（月） 道の駅にしお岡ノ山

名古屋ばら会

岐阜県 岐阜ばら会 5月10日（土）、5月11日（日） ぎふワールドローズガーデン研修室

東濃ばら会 5月14日（水）、5月15日（木） 名古屋市緑化センター鶴舞公園内

新潟県 新潟ばら会 5月13日（火）～6月1日（日） 新潟市食育・花育センター　いくとぴあ「花とみどりの展示館」

富山県 高岡バラ会 5月17日（土）、5月18日（日） 高岡おとぎの森公園

富山県バラ会 5月24日（土）、5月25（日） 北山ナーセリー富山店

石川県 金沢ばら会 5月24日（土）、5月25（日） 本多の森北電ホール

福井県 福井ばら会 5月17日（土）、5月18日（日） 福井県総合グリーンセンター緑と花の相談所

三重県 三重ばら会 5月9日（金）～5月11日（日） 神宮会館　伊勢ばら会

（北勢南勢支部） 5月10日（土）、5月11日（日） 亀山エコー　亀山ばら会

関西ばら会 5月9日（金）～5月11日（日） 咲くやこの花館　2階展示室

高槻ばら会
豊中市民バラの会 5月10日（土）、5月11日（日） 豊中市立中央公民館

綾部ばら会

日本ばら会京都部会 5月9日（金）、5月10日（日） 京都府立植物園　園芸会館2F

兵庫県 加古川ばら会 5月10日（土）、5月11日（日） 加古川ウェルネスパーク　セミナールーム

広島県 広島バラ会（2021年より休会

中）

福山ばら会 5月17日（土）、5月18日（日） 福山通運ローズアリーナ

福山ローザリアンクラブ

山口県 宇部ばら同好会 5月10日（土）、5月11日（日） ときわミュージアム　イベントホール

香川県
ばらとガーデニング協会

高知県 高知ばら会 5月10（土）、5月11日（日） 高知市東部環境センター内ばら花壇（ばら展ではなく花壇鑑賞会）

福岡県 福岡バラ会 5月2日（金）～5月4日（日） 福岡市植物園内ボタニカルライフスクエア

長崎県 佐世保バラ会 5月5日（月）、5月6日（火） 佐世保市まちなかコミュニティセンター

熊本県 熊本ばら会 5月2日（金）～5月4日（日） 鶴屋百貨店東館8階　ふれあいギャラリー

佐賀県 佐賀バラ会 5月2日（金）～5月4日（日） アバンセ

2025年度　各地　春のバラ展

大阪府

京都府
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１４ 国際交流事業 

１４１ 世界バラ会連合 

2025年の福山市において世界ばら会議を実施した。2024年度新花コンクール入賞花は写真を

添えて年内に集計を完了した。2025年度分も合わせて世界バラ会連合に提出した。 

１４２ 主要在日大使館との交流 

各国の情報を見定めながら、連携を深めることを図りたい。 

2025年度は在日大使館との特段の交流はなかった。 

 

１５ 品種改良・新品種登録事業 

１５１ 世界未発表バラ新品種の試作、評価、表彰事業（JRC， Japan Rose Concours) 

国内外から世界未発表の新品種バラを募集し、試作、評価、表彰を実施する。神代植物公園に

一定期間（2 年及び 3 年間）植栽、試作して審査を行うため、東京都と共同主催で事業を実施し

ている。当該コンクールは 50年余にわたって開催しており、世界からも高く評価されている。 

当該事業に於いては会員・非会員を問わず出品可能であり、機関誌・ホームページ等で一般に

広報して募集した。参加出品料及び審査料は無料である。 

審査は、本会理事長及び神代植物公園所長が委嘱した「審査員」によって行われる。受賞者、

受賞作品、受賞理由については機関誌・ホームページ等で公表する。 

例年、世界の有数のバラ育種家より送付されて来るコンテスト参加品種は数十種あり、それを

植栽・試作し審査をしている。 

2025 年度は、海外からポールセン社、メイアン社、コルデス社、タンタウ社、ウィークス社の 11

作品、国内からも応募があった。 

◎入賞結果は速やかに世界バラ会連合に報告し、そのHPで世界に（年 2回発行）発表される。 

◎2025年度は JRC採点基準においてⅠ部HTの花形部分の採点基準を見直し公表した。 

2026年 2月出品花の採点より新基準で採用する。 
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世界未発表バラ新品種の JRCにおける「審査採点表（2026年審査まで）」       （点） 

   

 

 第Ⅰ部 

【大輪系】  

第Ⅱ部 

【房咲き系】 

第Ⅲ部 

【ミニ系】 

      第Ⅳ部 

【ツル系】 

（春）       （秋） 

花形（高芯性） １０ １０ １０      １０         １０     

  （ｼﾍﾞとのﾊﾞ

ﾗﾝｽ） 

（左に同じ） （左に同じ） （左に同じ） 

花色          １０ １０ １０ １０ １０ 

花質（花弁）     １０ １０ １０ １０ １０ 

花品（鮮度熟度） １０ １０ １０ １０ １０ 

  （房咲き性） （房咲き性） （房咲き性） （返り咲き性） 

香り  内：強さ     ５ ５     ５      ５      ５ 

    内：質      ５ ５     ５      ５      ５ 

成長性        １０ １０    １０     １０     １０ 

耐病性  内：耐黒点病 １０ １０    １０     １０     １０ 

内：耐ウドンコ病 １０ １０    １０     １０     １０ 

新奇性       ２０ ２０    ２０     ２０     ２０ 

合計        １００ １００   １００    １００    １００ 

      ◎香り賞：各部入賞品種の中から「最高に香りの良いバラ」に与えられる。 

 

世界未発表バラ新品種の JRCにおける「審査採点表(2027年審査より)」               （点） 

第Ⅰ部 第Ⅱ部 第Ⅲ部 第Ⅳ部（春） 第Ⅳ部（秋） 

「HT,Gr」    （点） 「F」 「Min, Pat」 「CL,S」 「CL,S」 

高芯剣弁花形 20 多花性 10  多花性 10  多花性 10  多花性 10  

花色 10 

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 
花質 10 

香り  内強さ 5 

    内質 5 

総合的品格 10 総合的品格 10  総合的品格 10  総合的品格 10  総合的品格 10  

成長力と樹型 10 

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 耐病性 内耐黒点病 10 

     内耐ウドン粉病 10 

新奇性 10 20 20 20 20 

合計 100 100 100 100 100 
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第 62 回 2025 年度国際新花コンクール 入賞花 

 

第１部 （HT、Gr）  入賞花 

  銀 賞 銀 賞 銅 賞 

入賞者 富吉 紀夫 富吉 紀夫 小金 富美子 

系 統 HT HT HT 

花  名 エトワール ヨーホー 夏模様 

 

 

 

 

  
 

 

  
 

       

    

    

コメント 
 淡いピンクにやや弁端濃

いピンクの覆輪 

ベージュにピンクのグラデ

ーション 
外側赤色、中心が白 

交配種  ジェミニ×ストリーム ジェミニ×ストリーム 不明 

 

 

 

第 2 部 （F） 入賞花 

  金賞 銀 賞 

入賞者 木村 卓功 木村 卓功 

系 統 F F 

花  名 リヒト ミレイユ 

  
 

  
 

 

  
 

  

  

    

  
  

      

コメント 黄色 赤藤色 

交配種 実生×ヘブンオンアース 実生×実生 
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銀 賞 銅 賞 

木村 卓功 古谷 元人 

F F 

コントレイル プティ スクレ 

 
    

    

    

    

    

藤色 
表が赤紫色、裏が白色の覆

色 

実生×実生 
花ぼんぼり×ブルーフォ

ー・ユー 

 

第 3 部 (Min. Pol. Patio)   該当なし 

 

第 4 部 （Cl. S）  入賞花 

 金 賞 銀 賞 

入賞者 木村 卓功 オラール（フランス）      

出品者：木村卓功 

系 統 S  S 

花  名 メイド イン ヘブン マドリガル 

 
 

 

  

  

  

  

コメント 淡いピンク ピンク 

交配種 実生×ヘブンオンアース 不明 
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芳香賞 入賞花      

入賞者 古谷 元人 

系 統 Ｆ 

花  名 プティ スクレ 

  
 

  

  

  

  

コメント 表が赤紫色、裏が白色の覆色 

交配種 
花ぼんぼり×ブルーフォ

ー・ユー 
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１５２ 育種活動 

バラの育種経験の長い委員から構成される「育種委員会」において、我が国の気候風土に適し

た強健な進化を創出する活動を行っている。 

１５３ 国内新品種名称登録事業 

また、バラの新品種については 国内登録の申請手続の支援を行っており「新品種登録証」を

発行する。2025年度は３品種の登録を実施した。 

尚、JRC の入賞花は「世界バラ会連合」のホームページに掲載され、世界中のインターネットで

見ることが出来る。 

 

１６ 各種講座・資格認定事業 

１６１ バラ栽培入門講座 

※2025年度は 4回東京近郊会議室において開催した。 

１６２ 各種実技講座 

162-1 交配育種実技講座 

※2025年度は 3回リモートにて実施した。 

162-2 各種接木実技講座 

※2025年度は 3回東京近郊会議室において開催した。 

162‐3 バラアレンジメント講座 

※2025年度は 5回東京近郊会議室において開催した。 

１６３ 資格認定講座・試験 

163-1バラ学概論講座 

資格認定に必要な現代バラに関する幅広い知識・技術を身に付けるため、基礎から高度な講習

までのバラ学概論講座を実施している。 

※2025年度は 5回リモートにて実施した。 

163-2 認定試験（インストラクター・上級指導員・公認講師） 

バラに関する豊かな経験、広範な知識や最新の技術等を備え バラの普及、啓蒙活動を先導し、

環境の緑化、美化と地域環境作りに貢献する人材を育成する。 

これら認定試験は、講座中心に公平公正に実施し厳正な採点で合格判定する。合格者にはそ

の資格を付与している。 

※2025年度は２月に認定試験を実施した。 
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2. その他事業 

収益事業には該当せず【上記その他の事業（相互扶助等事業）】について 

 ２１ バラ苗木の頒布及び関連用品の斡旋頒布 

苗木頒布事業（育種委員会）（会員・一般等へバラ苗等の頒布） 

本会が主催する「JRC」 （Japan Rose Concours：世界の育種家が参加している「世界未発表バ

ラ新品種コンクール」で 2～3 年かけて試作・評価されて、入賞した「会員創作品種」を主体に頒

布し、バラ植栽の普及を推進する事業である。 

 2025年度は会員及び全国委員に下記の品種を頒布（2025年 4月発送）した。 

 

配布苗 試作苗 

ブラッシュノアゼット（Ｎ） マシェリ・シュシュ Ｆ 

  

写真提供：篠宮バラ園 

 

系統：Ｎ（ノアゼット） 

2025 年福山市世界ばら会議オールドローズ,

殿堂入りバラ 

作出：1814年 アメリカ 

繰り返し咲き、ポンポン咲き小輪 4㎝、中香 

樹高：2.5ｍ、鉢植え、小型アーチなど 

 

作出者 上野 耕司 

2018年ＪＲＣ銅賞 

浅いロゼット咲き、耐病性強い、中香 

樹高 1.2ｍ 

 

 

 

 

 

 

3．  管理業務 

管理業務を実施する部門は執行部で、その執行部は理事長と常務理事で構成される。 

３１ 運営・管理業務 

執行部の第 1の業務は事務所の管理である。その最大の業務は経理会計、総務等の日常管理

にある。 

送付苗の事故について 

各種苗を送付するとき、癌腫苗については十分注意をしておりますが、受け取った後 1カ月以

内に鉢植えをし、万一苗に癌腫等の発生が見られた時、その写真を添えて報告してください。

代金をお返しいたします。 
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３２ 共通事業運営・管理業務 

第 2 の業務は、各委員会との連携に係る業務である。本会の事業・業務の中には、当該委員会

のみでは実施が困難なものが存在し、これらについては、全体の事業構成および予算の状況を

踏まえ、執行部が主体となって遂行している。   

該当する事業は、以下のとおりである。   

111「苗木寄贈」事業／113「公共支援」事業／132「HP広報」事業／134「表彰」事業／14「国際交

流」事業／153「新品種登録」事業／16「資格認定講座・試験」事業／相談業務 

 

【 法人の運営体制の充実を図るための取組 】 

① 公益法人役員の基本的取組みの確認事項（理事・監事・評議員）   

公益セミナーの役員勉強会「基礎から確認すべき事項」で周知した事項が継続して実施されているこ

とを定期的に確認している。また、本会各事業の実施項目を「事業推進進捗表（各理事担当で四半期

ごと）」に表し、理事会・評議員会で進捗状況の共有とその監督を行っている。 

② 規程類の整備 

改正公益法人法の趣旨に基づき本会運用の手順書・内規なども整理統合し「従来 43規程から 37規

程」とし、また、その運用ルールや責任者の役割を明確にすることにより、日常から自律的な運用がで

きるよう体系化した。 

③ 不祥事の予防・発見の仕組み取組み 

「財産管理運用規程及び海外送金業務手順書」を定め、海外送金の事務処理につき、銀行連携で本

会財産に関する送受信リスク回避のため手順でチェックしている。また、ダブルチェックを基本とする

体制を整備・運用し、資格認定や表彰事業においては採点・集計・入力のミスの防止を図っている。 

 


